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令和5年度 第92回全国民生委員児童委員大会令和5年度 第92回全国民生委員児童委員大会

　

11
月
21
日
広
島
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー

ナ
に
お
い
て
全
国
か
ら
約
6
千
名
の

委
員
が
集
結
し
、
地
元
高
校
生
に
よ

る
和
太
鼓
演
奏
で
全
国
大
会
が
始
ま

り
ま
し
た
。
広
島
県
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
会
長
の
開
会
挨
拶
、
信

条
唱
和
、
物
故
者
へ
の
黙
祷
、
そ
し

て
主
催
者
挨
拶
と
続
き
ま
し
た
。
全

国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長

表
彰
の
後
、
「
ボ
ケ
ま
す
か
ら
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
で
お
な

じ
み
の
信
友
直
子
監
督
が
、
ご
両
親

の
老
老
介
護
生
活
や
ご
自
分
と
の
関

わ
り
、
民
生
委
員
に
救
わ
れ
た
経
験

を
お
話
し
く
だ
さ
り
、
自
分
も
い
つ

か
民
生
委
員
と
し
て
ひ
と
の
役
に
立

ち
た
い
と
の
言
葉
に
感
動
の
拍
手
が

会
場
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会

副
会
長
が
大
会
宣
言
を
述
べ
、
次
期

開
催
地
宮
崎
県
民
生
委
員
児
童
委
員

会
長
の
挨
拶
、
広
島
市
消
防
音
楽
隊

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
終
わ
り
に
民

生
委
員
の
歌
「
花
咲
く
郷
土
」
を
全

員
で
歌
い
、
式
典
は
終
了
し
ま
し

た
。

　

翌
日
は
７
つ
の
活
動
交
流
会
と
２

つ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
分
散
し
て
の

交
流
集
会
が
行
わ
れ
、
今
後
の
活
動

に
役
立
つ
貴
重
な
経
験
を
手
に
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

（
第
19
民
児
協
副
会
長　

塗　

政
江
）

令和5年度 第92回全国民生委員児童委員大会令和5年度 第92回全国民生委員児童委員大会令和5年度 第92回全国民生委員児童委員大会令和5年度 第92回全国民生委員児童委員大会

　
　
　

　　



　

令
和
５
年
度
函
館
市
民
生
児
童
委
員
協

議
会
会
長
・
副
会
長
研
修
会
が
２
月
19
日

㈪
10
時
30
分
か
ら
函
館
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル
に
て
、
民
児
協
運
営
等
の
中
核
を
担
っ

て
い
る
民
児
協
会
長
お
よ
び
副
会
長
の
資

質
向
上
を
図
る
目
的
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

「
地
域
共
生
社
会
の
推
進
に
つ
い
て
〜

民
生
委
員
の
役
割
に
つ
い
て
（
第
４
次
地

域
福
祉
計
画
か
ら
）
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
函
館
市
保
健
福
祉
部
地
域
福
祉
課
長

の
金
指
真
弓
氏
を
講
師
に
迎
え
ご
講
演
頂

き
ま
し
た
。

　

函
館
市
の
こ
れ
か
ら
の
高
齢
化
・
少
子

化
の
深
刻
さ
や
町
会
の
加
入
率
の
減
少
な

ど
、
様
々
な
問
題
に
新
た
な
地
域
社
会
を

み
ん
な
で
創
る
必
要
性
が
あ
り
、
地
域
福

祉
を
推
進
す
る
た
め
に
、
社
会
を
つ
な
ぐ

役
割
で
あ
る
民
生
委
員
が
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

に
な
る
と
い
う
お
話
し
で
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
令
和
６
年
度
の
事
業
に
つ

い
て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
福
祉
部
会
ご
と
に

協
議
を
行
い
、
研
修
内
容
に
つ
い
て
計
画

を
立
て
ま
し
た
。

　

講
演
や
来
年
度
事
業
の
協
議
を
通
し

て
、
民
生
委
員
活
動
を
来
年
度
も
頑
張
っ

て
い
こ
う
と
い
う
思
い
に
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

西
村
亜
由
美
）
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函館市民児協会長・副会長研修会函館市民児協会長・副会長研修会

令和6年度のブロック部会・福祉部会活動計画案令和6年度のブロック部会・福祉部会活動計画案
ブロック部会研修計画ブロック部会研修計画

ブロック部会名ブロック部会名
第１ブロック（１～６方面）
活性化：第１民児協
第１ブロック（１～６方面）
活性化：第１民児協

6月24日㈪
18：30～
6月24日㈪
18：30～ 市民会館小ホール市民会館小ホール 民生委員としての

災害時の心構え
民生委員としての
災害時の心構え

日　　時日　　時 会　　場会　　場 テ ー マテ ー マ

第２ブロック（７～11方面）
活性化：第11民児協
第２ブロック（７～11方面）
活性化：第11民児協

9月26日㈭
14：00～
9月26日㈭
14：00～ 市民会館小ホール市民会館小ホール 民生委員としての心構え民生委員としての心構え

第３ブロック（12～18方面）
活性化：第16民児協
第３ブロック（12～18方面）
活性化：第16民児協

6月24日㈪
13：30～
6月24日㈪
13：30～ 市民会館大会議室市民会館大会議室 包括支援センターの現状

とケアマネとの関わり
包括支援センターの現状
とケアマネとの関わり

第４ブロック（18～21、30方面）
活性化：第18民児協
第４ブロック（18～21、30方面）
活性化：第18民児協

6月19日㈬
10：00～
6月19日㈬
10：00～ 亀田交流プラザ亀田交流プラザ 防災体験研修防災体験研修

第５ブロック（22～25方面）
活性化：第24民児協
第５ブロック（22～25方面）
活性化：第24民児協

9月18日㈭
14：00～
9月18日㈭
14：00～ 亀田交流プラザ亀田交流プラザ ＣＷの役割と民生委員の

関わり
ＣＷの役割と民生委員の
関わり

第６ブロック（26～29方面）
活性化：第26民児協
第６ブロック（26～29方面）
活性化：第26民児協

5月31日㈮
13：30～
5月31日㈮
13：30～

恵山コミュニティ
センター
恵山コミュニティ
センター

民生委員活動のあり方
（グループ討議）
民生委員活動のあり方
（グループ討議）

福祉部会研修計画福祉部会研修計画
ブロック部会名ブロック部会名

高齢者福祉部会高齢者福祉部会 10～11月予定
13：30～

10～11月予定
13：30～ 市民会館小ホール市民会館小ホール 認知症について学ぶ認知症について学ぶ

日　　時日　　時 会　　場会　　場 テ ー マテ ー マ

障がい者福祉部会障がい者福祉部会 7～9月予定
13：30～
7～9月予定
13：30～

函館視力障害
センター
函館視力障害
センター

障がいのある方と地域
との共生
障がいのある方と地域
との共生

生活福祉部会生活福祉部会 7月22日㈪
13：30～
7月22日㈪
13：30～ 市民会館小ホール市民会館小ホール 自立を促すための方策自立を促すための方策

家庭児童福祉部会家庭児童福祉部会 10～11月予定
18：00～

10～11月予定
18：00～ 市民会館小ホール市民会館小ホール 子どもの虐待子どもの虐待

主任児童委員交流連絡会主任児童委員交流連絡会 研修会を予定研修会を予定

広報委員会発行計画
・発行回数　年２回　・発行日　前年同様４月・11月　・カラーA4・8ページ



〔３〕

　

令
和
５
年
度
第
５
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研

修
会
が
、
９
月
21
日
㈭
13
時
30
分
か
ら

函
館
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

70
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
、
函
館
市
子
ど
も
未
来
部

次
世
代
育
成
課
要
保
護
児
童
等
支
援
担

当
主
査　

成
田
香
苗
氏
を
お
招
き
し
ま

し
た
。

①
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
に
つ
い

て②
子
ど
も
な
ん
で
も
相
談
１
１
０
番

③
児
童
虐
待
に
つ
い
て

④
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

（
個
別
ケ
ー
ス
検
討
会
議
）

⑤
養
育
支
援
訪
問
事
業

　

以
上
の
5
部
構
成
で
、
函
館
市
に
お

け
る
相
談
対
応
の
事
例
、
虐
待
の
及
ぼ

す
影
響
や
地
域
で
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
な
ど
に
つ
い
て
ご
講
話
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
当
事
者
で
あ
る
子

ど
も
た
ち
か
ら
の
相
談
の
具
体
例
に
関

す
る
質
問
や
、
プ
レ
マ
マ
（
初
め
て
赤

ち
ゃ
ん
を
妊
娠
し
て
い
る
女
性
）
に
対

し
て
の
啓
発
も
必
要
で
は
な
い
か
と
の

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
講
師
か
ら
「
民
生
児
童
委

員
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
児
童

に
対
し
て
の
見
守
り
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

（
広
報
委
員　

楢
山　
　

訂
）

テ
ー
マ
「
函
館
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
現
状
に
つ
い
て
」

第
５
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会

　　　

　

　

　

　　　　

　

  　

　

第
２
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会
を
、
令

和
５
年
９
月
15
日
㈮
13
時
30
分
よ
り
函

館
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
に
て
、
７
・

８
・
９
・
10
・
11
方
面
か
ら
62
名
が
参

加
し
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
函
館
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

事
業
課
生
活
支
援
係　

木
村
氏
に
依
頼

し
「
生
活
福
祉
資
金
制
度
に
係
る
民
生

委
員
の
方
々
の
役
割
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
ご
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
」
と

は
、
厚
生
労
働
省
の
要
綱
に
基
づ
い
た

貸
付
制
度
で
、
他
の
貸
付
制
度
が
利
用

で
き
な
い
低
所
得
・
障
が
い
者
・
高
齢

者
等
の
世
帯
に
対
す
る
貸
付
で
、
必
要

な
相
談
・
支
援
を
民
生
委
員
や
社
協
が

担
い
、
経
済
的
自
立
と
生
活
の
安
定
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
や
借
入
申
請
は
各
市
町
村
の
社

協
で
受
付
し
て
、
北
海
道
の
社
協
が
実

施
主
体
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

《
主
な
貸
付
資
金
の
種
類
に
つ
い
て
》

①
総
合
支
援
資
金

②
福
祉
資
金 

緊
急
小
口
資
金

③
教
育
支
援
資
金

④
不
動
産
担
保
型
生
活
資
金

　

講
話
で
は
各
資
金
の
詳
細
と
相
談
・

申
込
み
か
ら
貸
付
決
定
・
償
還
ま
で
の

支
援
の
流
れ
に
沿
っ
た
民
生
委
員
の
役

割
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
支
援
資
金
に
つ
い
て
、

「
借
受
人
は
子
ど
も
だ
が
函
館
を
離
れ

て
い
る
子
が
ほ
と
ん
ど
で
、
親
が
返
済

す
る
も
の
と
思
い
、
子
は
貸
付
を
忘
れ

て
い
る
こ
と
も
多
く
、
親
が
亡
く
な
る

と
子
の
負
債
と
な
る
の
で
、
世
帯
で
一

緒
に
話
し
合
う
・
確
か
め
合
う
こ
と
が

大
事
で
あ
る
」
と
具
体
的
な
お
話
も
あ

り
ま
し
た
。
最
後
に
「
世
帯
毎
に
そ
れ

ぞ
れ
悩
み
が
違
う
の
で
一
緒
に
考
え
て

い
き
た
い
。
大
切
な
の
は
人
と
人
と
の

ふ
れ
あ
い
と
声
が
け
で
あ
る
」
と
の
言

葉
で
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
に
関
す
る
詳
し
い
資
料
を

各
方
面
定
数
分
ご
用
意
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
活
動
に
役

立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
第
２
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
長

岩
山　

勝
則
）

第
２
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
研
修
会

テ
ー
マ
「
生
活
福
祉
資
金
制
度
に
係
る

　
　
　
　
　
　
　

民
生
委
員
の
方
々
の
役
割
に
つ
い
て
」

　　

　

　

　　

　

   



〔４〕

民
生
委
員
児
童
委
員

　
　
　
　
　

初
任
者
交
流
会

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
研
修
機
会
が

ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
新
任
委
員
を
対
象

に
、
初
任
者
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
一
部
会
と
し
、

い
つ
も
と
は
違
う
グ
ル
ー
プ
配
置
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
・
２
ブ
ロ
ッ
ク
は
11
月
15
日
㈬

18
時
30
分
よ
り
、
サ
ン
リ
フ
レ
函
館
の

大
会
議
室
で
、
42
名
の
参
加
者
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
１
グ
ル
ー
プ
６
〜
７
人

で
、
６
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
意
見
と
し
て
、

　

各
民
児
協
で
運
営
が
違
う
こ
と
。
町

会
・
包
括
の
関
わ
り
方
を
知
る
事
が
で

き
た
。
Ｃ
Ｗ
・
包
括
等
の
関
係
機
関
と

の
連
携
の
重
要
性
や
、
自
分
の
出
来
る

こ
と
か
ら
や
れ
ば
良
い
事
も
理
解
が
出

来
た
。
ま
た
民
生
委
員
の
知
名
度
不
足

を
感
じ
た
り
、
業
務
範
囲
に
関
し
て
疑

問
を
感
じ
た
り
、
災
害
時
の
連
絡
体
制

の
確
立
が
必
要
と
思
っ
た
。
等
々
で
し

た
。

　

第
３
・
６
ブ
ロ
ッ
ク
は
11
月
17
日
㈮

13
時
30
分
よ
り
、
市
民
会
館
大
会
議
室

で
、
40
名
の
参
加
者
が
７
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
、
活
動
中
の
疑
問
点
等
に
関

す
る
意
見
交
換
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
迷
う
ケ
ー
ス
も
多
く
見
ら
れ
、
個

人
情
報
の
判
断
や
、
生
保
受
給
者
の
死

亡
時
の
対
応
、
ま
た
活
動
記
録
の
記
入

に
迷
っ
た
等
の
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
討
議
で
活
動
中
の
疑
問
点
等

に
関
す
る
意
見
交
換
や
、
今
回
の
形
式

で
の
研
修
の
継
続
希
望
も
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
４
・
５
ブ
ロ
ッ
ク
は
11
月
15
日
㈬

13
時
30
分
よ
り
、
市
民
会
館
大
会
議
室

で
、
46
名
の
参
加
者
が
６
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
疑
問
点
等
話
し
合
い
ま
し

た
。
在
宅
福
祉
委
員
や
包
括
と
の
線
引

き
や
関
わ
り
方
、
活
動
記
録
の
記
入
方

法
や
相
談
内
容
等
の
理
解
不
足
も
出
ま

し
た
。

　

ど
の
交
流
会
で
も
共
通
で
出
た
意
見

は
、
今
回
の
形
式
が
良
か
っ
た
事
。
意

見
も
述
べ
や
す
く
、
気
軽
な
気
持
ち
で

入
っ
て
行
け
た
の
で
、
今
後
も
こ
の
様

式
を
取
り
入
れ
て
欲
し
い
等
で
し
た
。

　

初
任
者
に
対
し
て
の
研
修
は
、
い
く

ら
か
事
情
が
分
か
っ
た
時
期
で
の
開
催

も
効
果
的
で
は
と
思
わ
れ
る
の
で
、
是

非
続
け
て
い
く
事
が
必
要
と
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。（

広
報
委
員
長　

中
村　

啓
子
）
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10
月
19
日
㈭
〜
20
日
㈮
の
２
日
間
、

令
和
５
年
度
道
内
民
生
児
童
委
員
活
動

視
察
研
修
に
、
船
橋
民
児
連
会
長
を
団

長
と
し
て
広
報
委
員
と
各
福
祉
部
会
の

委
員
、
事
務
局
を
含
め
21
名
が
参
加
し

千
歳
市
、
登
別
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
、
最
初
の
研
修
目
的
地
で
あ

る
千
歳
市
へ
と
小
雨
の
降
る
中
バ
ス
で

向
か
い
ま
し
た
。
研
修
会
場
の
「
千
歳

市
防
災
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー
そ
な
え
ー

る
」
で
は
い
ろ
い
ろ
な
体
験
学
習
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
た
ち
は
、
ま

ず
「
地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
で
震
度
１

か
ら
７
ま
で
の
揺
れ
を
体
験
し
、
東
日

本
大
震
災
や
胆
振
東
部
地
震
の
揺
れ
を

疑
似
体
験
し
ま
し
た
。
家
具
の
転
倒
予

防
や
、
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
の
貼
り
付
け
が
い
か
に
重
要
か
を
実

感
し
ま
し
た
。

　

次
の
「
煙
避
難
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、

火
災
時
に
発
生
す
る
煙
の
特
性
や
危
険

性
を
学
び
、
視
界
の
き
か
な
い
煙
の
中

で
の
避
難
行
動
を
体
験
し
ま
し
た
。
常

に
避
難
経
路
を
確
認
す
る
習
慣
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
、
よ
く

判
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
「
予
防
実
験
コ
ー
ナ
ー
」
で

は
実
験
装
置
を
利
用
し
て
、
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
の
発
火
現
象
を
見
な
が
ら
火
災

の
原
因
を
学
習
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ッ
キ

ン
グ
現
象
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
定
期
的

な
プ
ラ
グ
の
清
掃
が
有
効
だ
と
い
う
こ

と
や
、
ド
ラ
ム
リ
ー
ル
は
ケ
ー
ブ
ル
を

全
部
巻
き
だ
し
て
使
用
し
な
い
と
発
火

に
つ
な
が
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
千
歳
市
民
生
児
童
委
員
連
絡

協
議
会
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
に
つ
い
て

研
修
、
地
元
の
委
員
さ
ん
た
ち
と
意
見

交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

千
歳
市
の
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
で

は
、
主
任
児
童
委
員
が
中
心
に
な
り
、

子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
遊
ん
だ
り
、
子

育
て
中
の
お
母
さ
ん
が
時
間
を
過
ご
せ

る
居
場
所
づ
く
り
の
取
り
組
み
で
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
や
、
子
育

て
の
不
安
、
妊
娠
中
の
心
配
の
相
談
・

サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

千
歳
市
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
で
、
他

の
市
町
村
で
は
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
宿
泊
先
の
「
北
広
島
ク

ラ
ッ
セ
ホ
テ
ル
」
に
て
交
流
会
を
兼
ね

た
夕
食
会
の
あ
と
一
泊
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
登
別
市
に
移
動
、
研
修

先
の
「
登
別
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
・

ヌ
プ
ル
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

登
別
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
太

田
通
会
長
の
歓
迎
を
受
け
、
同
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
太
田
圭
佑
氏
よ
り
「
社

協
と
民
児
協
と
の
協
働
」
に
つ
い
て
研

修
を
受
け
ま
し
た
。
登
別
市
で
は
、「
第

４
期
き
ず
な
計
画
」
を
策
定
し
て
、
８

つ
の
小
学
校
区
ご
と
に
住
民
同
士
が
支

え
合
う
生
活
支
援
や
介
護
予
防
に
関
す

る
取
り
組
み
を
進
め
、
孤
立
の
防
止
を

目
指
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
具
体
的
に

は
「
タ
ブ
レ
ッ
ト
つ
な
が
り
事
業
」

や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
「
さ
さ
え
あ
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
独

自
の
活
動
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
点
は
「
ま
ご
こ

ろ
お
届
け
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
こ
れ

は
広
報
誌
「
ま
ご
こ
ろ
レ
タ
ー
」
を
作

成
し
、
民
生
児
童
委
員
や
町
会
な
ど
が

訪
問
の
き
っ
か
け
と
つ
な
が
り
の
維
持

に
活
用
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
可
能
な
支
援
を
探

ろ
う
と
す
る
真
摯
な
姿
勢
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
一
行
は
バ
ス
に
乗
り
雨
の
中

帰
路
へ
と
つ
き
ま
し
た
。
夕
闇
の
迫
る

函
館
に
到
着
し
、
無
事
２
日
間
に
渡
る

研
修
を
終
え
ま
し
た
。

（
広
報
委
員　

楢
山　
　

訂
）

道
内
民
生
委
員
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
　

活
動
視
察
研
修

令和
5年度
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障
が
い
者
福
祉
部
会
研
修
会

　

令
和
５
年
10
月
16
日
㈪
13
時
30
分
よ

り
函
館
市
民
会
館
大
会
議
室
に
て
障
が

い
者
福
祉
部
会
研
修
会
を
参
加
者

1
0
1
名
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
大
渕
ふ
さ
子
部
会
長
の
挨
拶
が

あ
り
、
野
刈
博
子
副
部
会
長
に
よ
る
進

行
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
研
修
会
は
、
「
障
が
い
の
あ

る
方
と
地
域
と
の
共
生
に
つ
い
て
」
〜

函
館
市
の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

現
状
〜
を
テ
ー
マ
に
、
函
館
市
保
健
福

祉
部
障
が
い
保
健
福
祉
課
相
談
支
援
・

精
神
保
健
担
当
主
査　

芳
村
文
博
氏
か

ら
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

障
害
者
手
帳
に
は
「
身
体
障
害
者
手

帳
」
「
療
育
手
帳
」
「
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
」
の
３
種
類
が
あ
り
、
手

帳
種
別
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
や
中
核

市
の
市
長
（
函
館
・
旭
川
）
か
ら
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

申
請
窓
口
に
つ

い
て
「
身
体
障
害

者
手
帳
」
「
療
育

手
帳
」
は
市
役
所

障
が
い
保
健
福
祉

課
の
ほ
か
、
各
支

所
に
必
要
な
書
類

を
提
出
し
ま
す

が
、
「
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳

」
は
湯
川
・
銭
亀

支
所
は
除
か
れ
る

と
の
こ
と
で
す
。

　

函
館
市
の
令
和

２
年
度
〜
４
年
度

ま
で
３
年
間
の
障

害
者
手
帳
所
持
者

は
平
均
１
８
，１
５

５
人
に
な
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
障
害
支
援
区

分
の
認
定
に
つ
い
て
は
、
医
師
意
見
書

の
一
次
判
定
か
ら
、
二
次
判
定
（
市
町

村
審
査
会
）
を
経
て
、
判
定
さ
れ
る
そ

う
で
す
。

　

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
、
障
が
い

種
別
や
程
度
等
か
ら
多
岐
に
わ
た
り
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
い
た
だ
い
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
た
だ
し
65
才

以
上
の
障
が
い
者
は
介
護
保
険
が
優
先

さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
研
修
会
を
企
画
・
準
備
さ

れ
た
障
が
い
者
福
祉
部
会
の
皆
様
と
、

わ
か
り
や
す
く
講
演
し
て
い
た
だ
い
た

芳
村
講
師
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

有
意
義
な
研
修
会
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
第
28
民
児
協
副
会
長　

村
田  　

朗
）

　　

　

　　

 

　　

　

　

テ
ー
マ
「
皆
ん
な
で
気
を
つ
け
よ
う
特
殊
詐
欺
」

高
齢
者
福
祉
部
会
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　

テ
ー
マ
「
障
が
い
の
あ
る
方
と
地
域
と
の
共
生
に
つ
い
て
」

　

令
和
５
年
度
高
齢
者
福
祉
部
会
研
修

会
で
は
「
皆
ん
な
で
気
を
つ
け
よ
う
特

殊
詐
欺
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
10
月
18

日
㈬
13
時
30
分
よ
り
函
館
市
民
会
館
小

ホ
ー
ル
に
て
参
加
者
１
１
６
名
で
開
催

致
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
北
海
道
警
察
函
館
方
面
本
部

生
活
安
全
課
長
、
北
海
道
警
視　

紺
野

義
広
氏
を
講
師
に
迎
え
、
「
特
殊
詐
欺

の
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て
」
映
像
を

交
え
、
幅
広
く
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　

「
特
殊
詐
欺
」
と
は
、
相
手
と
対
面

す
る
こ
と
な
く
不
特
定
多
数
の
者
か
ら

現
金
等
を
だ
ま
し
取
る
犯
罪
を
言
い
ま

す
。
主
な
手
口
と
し
て
は
、
オ
レ
オ
レ

詐
欺
、
架
空
料
金
請
求
詐
欺
、
仮
想
通

貨
等
に
よ
る
投
資
詐
欺
等
、
手
口
は

様
々
で
す
。
被
害
者
も
男
女
問
わ
ず
幅

広
い
年
齢
層
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
中

に
は
道
内
で
も
投
資
目
的
で
50
代
女
性

が
１
億
円
を
超
え
る
被
害
額
も
出
て
い

ま
す
。
ま
た
被
害
者
の
共
通
点
の
１
つ

と
し
て
、
自
分
１
人
で
対
応
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
１
人
で
こ
っ
そ
り
大
儲
け

し
よ
う
と
い
う
心
理
が
働
く
の
で
し
ょ

う
か
。
先
ず
は
、
一
度
電
話
を
切
っ
て

対
応
さ
れ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
「
詐
欺
電
話
が
来
た
ら
＃
９
１
１

０
」
で
す
。

　

ま
た
特
殊
詐
欺
の
電
話
の
ほ
と
ん
ど

が
自
宅
の
固
定
電
話
に
か
か
っ
て
く
る

た
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
と
北
海
道
警
察

が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
被
害
防
止
策
の
取

組
と
し
て
「
ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

及
び
ナ
ン
バ
ー
リ
ク
エ
ス
ト
の
高
齢
者

無
償
化
受
付
」
と
「
電
話
番
号
の
変
更

に
関
す
る
工
事
費
の
無
償
化
」
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
詳
細
情
報
や
お
問
合
せ

先
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
特
殊
詐
欺
対
策

ダ
イ
ヤ
ル
「
０
１
２
０
│
７
２
２
│
４

５
５
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

講
演
終
了
後
に
質
疑
応
答
を
行
い
、

特
殊
詐
欺
に
つ
い
て
の
認
識
を
新
た
に

し
た
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

（
高
齢
者
福
祉
部
会
長　

三
田   

信
宙
）



〔７〕

　　　　　

　

　

令
和
５
年
11
月
14
日
㈫
18
時
30
分
よ

り
、
函
館
中
央
病
院
小
児
科
科
長
石
倉

亜
矢
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
「
子
ど

も
の
虐
待
予
防
」
〜
そ
れ
は
「
困
っ

た
」
と
言
っ
て
も
ら
え
る
関
係
性
か
ら

〜
と
題
し
て
、
函
館
市
民
会
館
小
ホ
ー

ル
で
、
１
０
７
名
の
出
席
の
も
と
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
１
９
年
、
札
幌
市
の
虐
待
事
例

（
２
歳
児
衰
弱
死
）
を
元
に
、
医
療
と

し
て
は
ど
の
場
面
で
関
わ
れ
た
ら
救
え

た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

虐
待
を
す
る
親
は
、
親
自
身
が
育
っ

て
き
た
学
童
期
や
青
年
期
の
養
育
環
境

が
大
き
な
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
親
の
心
理
的
・
精
神
的
問
題

（
身
体
的
心
理
的
虐
待
の
既
往
、
ネ
グ

レ
ク
ト
の
既
往
な
ど
）
や
養
育
能
力
の

低
さ
な
ど
が
虐
待
死
の
要
因
に
つ
な

が
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
養
育
に
困
っ
て
い
て
も
「
た

す
け
て
」
と
言
い
づ
ら
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
子
供
た
ち
を
虐
待
か
ら
守

た
め
に
は
、
親
が
心
理
的
・
精
神
的
に

安
定
し
て
い
る
こ
と
が
大
切
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
地
域
と
し
て
民
生

児
童
委
員
と
し
て
、
ど
の
場
面
で

も
「
困
っ
た
、
た
す
け
て
」
と
言
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
子
育
て
で
つ
ま
ず

く
か
も
し
れ
な
い
人
に
寄
り
添
い
、
さ

ら
に
伴
走
者
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

参
加
者
は
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
生

か
す
べ
く
、
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

（
家
庭
児
童
福
祉
部
会
長

　

中
村
ひ
で
の
）

テ
ー
マ
「
子
ど
も
の
虐
待
予
防
」

家
庭
児
童
福
祉
部
会
研
修
会

記
編後
集

発 行 所　函館市民生児童委員連合会
広報委員会

発行責任者　会長　船　橋　優　子
印　　刷　㈱ 島　　本　　印　　刷
　　　　　　　  ℡（0138）25－1201

〒040－0063  函館市若松町33番6号
　　 函館市総合福祉センター3階
　　　　　 ℡（0138）26－8306

◎
世
界
的
な
気
候
変
動

な
ど
不
安
要
素
は
日
々
高

ま
っ
て
い
ま
す
が
、民
生
委

員
児
童
委
員
の
皆
様
に

は
、健
康
に
留
意
し
て
活
動
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。昨
年
、函
館
市
美

原
で
最
高
気
温
が
観
測
史
上
最
高
の
35
．

4
度
と
な
り
ま
し
た
。「
喉
元
過
ぎ
れ
ば

熱
さ
を
忘
れ
る
」と
成
句
が
頭
に
浮
か
ん

で
き
ま
し
た
。暑
さ
は
訪
問
見
守
り
な

ど
民
生
委
員
の
活
動
に
も
影
響
を
及
ぼ

す
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

◎
令
和
6
年
度
の
各
ブ
ロッ
ク
と
福
祉
部

会
の
事
業
計
画
も
出
揃
い
ま
し
た
。第
83

号
発
行
に
際
し
、お
忙
し
い
中
、寄
稿
下

さ
い
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
長　

稲
村　

耕
三
）

　

函
館
市
民
児
連
の
活
動
事
業
に
対
し

て
、
次
の
団
体
か
ら
毎
年
、
助
成
金
が

交
付
さ
れ
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
助
成
金
交
付
額
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５

類
移
行
に
よ
り
、
研
修
会
等
も
中
止
す

る
こ
と
な
く
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
交
付
頂
い
た
助
成
金
は
、
民

生
委
員
児
童
委
員
の
実
践
活
動
に
役
立

て
る
た
め
、
全
道
の
研
修
会
参
加
や
、

函
館
市
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
部
会
・
福
祉
部

会
研
修
、
初
任
者
交
流
会
の
開
催
、
ま

た
民
生
委
員
制
度
の
啓
発
活
動
に
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
民
児
連
事
務
局
）

函館市民児連への
助成金について

お知らせ※
相
馬
報
恩
会　

  

4
0
0
，0
0
0
円

※
杉
崎
福
祉
財
団  

3
2
0
，0
0
0
円

※
函
館
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　

  

1
0
6
，0
0
0
円
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令和6年1月　厚生労働大臣表彰
第19民児協　佐藤さん（左）
第10民児協　本間さん（右）

令和5年7月
道民児連活性化事業指定（第5民児協）
「みんなつながるフェスティバル」

令和6年1月
函館市民生児童委員連合会新年交礼会

令和5年9月～令和6年2月
函館バス戸袋広告

令和5年10月　赤い羽根街頭募金協力（キラリス前）令和5年9月　民生児童委員パネル展

令和 年 　 生労働大 表彰

ネ

令和 年

活動写真集活動写真集
令和５年度令和５年度令和５年度

活動写真集


